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概要
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北米第3位のインキ製造企業
INX International Inkは、サカタインクス
グループのグローバルサプライヤーです。
同社は、SAP® Environment, Health, 

and Safety Management（SAP EHS 

Management）アプリケーションの
導入により、化学物質安全性データシート
作成および化学物質量追跡プロセスの
自動化を実現しました。
SAP EHS Managementは包括的な
自動化ソリューションとして、米国はもとより、
各国における同社の化学物質/
有害物質関連のコンプライアンス強化に
貢献しています。 

課題
• 化学物質安全性データシート作成ソフトウェアを、

SAPのソフトウェアバックボーンに統合させること
• データの一元化により、可視性、整合性、アクセス
性を向上させること

• 出荷ラベルの作成と配合表の変更を自動化する
こと

• レポート作成の回数を増やし、顧客に対して化学
物質に関する報告体制を強化すること

• 将来の法規制要件に対応できる強固な基盤を確
立すること

SAP選択の理由
• 化学物質量追跡機能 
（Substance Volume Tracking）

• ラベル管理機能のグローバル対応
• 既存の製品構成情報を、SAP ERPアプリケーショ
ンに統合可能

• 総所有コスト（TCO）の削減
• 以前からの強い信頼関係
• 化学業界におけるリーダーシップ

導入成功のポイント
• CRP（Conference Room Pilot：プロジェクト
ルームでの機能検証）により、要件を収集して、ソ
リューション/プロジェクト仕様に対する合意を
確保

• ASAP方法論（SAPが提唱する導入方法論）の活用
• テンプレートを使用したロールアウトと事前設定
済みのアクセラレーターにより、迅速な導入を実現

• ビジネスニーズに最適なタイミングで本稼働を開始
• 導入後サポートのための専用ホットラインにより、
迅速な問題解決を実施

導入時 /運用時のコスト削減のポイント
• 短期間での導入
• カスタム開発を最小化
• レガシーシステムを一掃
• サポート対象のアプリケーション数を削減
• インターフェース数を削減
• IT支出/収益を削減
• 製品範囲を厳格に管理
• 既存インフラストラクチャーを活用

 導入効果
（財務面および戦略面）

• 将来の法規制/コンプライアンス要件に向けた基
盤を強化

• ソリューション主導の自動化により、プロセスの一
貫性とコンテンツの正確性の改善

• 米国およびEUの事業部門において、強力なブラ
ンド保護/収益保護を実現

• プロセスの自動化/簡素化により、従業員の効率
性を向上

• 分析の機能および操作性を向上

業種
化学（インキ/塗料製造）

売上高
3億米ドル、全世界で11億ドル

従業員数
1,200人

本社
米国イリノイ州シャインバーグ

Webサイト
www.inxinternational.com

SAPソリューション/サービス
SAP® Environment, Health, and Safety 
Management（SAP EHS Management） 
アプリケーション

導入パートナー
Linx/AS

（業務面）
• 化学物質量追跡のサポート時間を1カ月あたり

4日間から1日に短縮、レポート作成時間を1週
間から1日に短縮

• 月次顧客レポートの迅速な提供（決算の翌日）
• 配合表変更/法規制データ/コンテンツ/規則の
管理を強化

• 追跡機能を強化し、50万以上の製品 /物質項目
に対する200～300万件のトランザクションを、
個別の法規制ごとに追跡

• 出荷ラベルの自動作成によるコンプライアンス強化

www.inxinternational.com


自動化による法規制遵守プロセスの強化

INX International Inkは、米国25カ所と世界
50カ所の生産拠点において、年間数百万ポンド
に及ぶインキを生産しています。環境・安全・衛
生関連の法規制遵守のために作成する文書の
数も増加しており、同社が化学物質安全性デー
タシート（MSDS）の作成に使用していたこれま
でのソフトウェアツールでは、さまざまな要件に
対応することが困難になっていました。
「当社は、MSDSの作成を自動化し、化学物質
量追跡情報の高度な管理を実現するソリューショ
ンを導入したいと考えていました。毎日300～
600種類に及ぶ配合表を作成している当社に
とって、自動化は必須要件となっていたためです」
と、同社の法規制担当ディレクターであるKevin 
Facklam氏は語っています。同社ではさらに、出
荷ラベルも自動作成して国際標準に準拠したい
と考えていました。 

グローバルコンプライアンスに対応できる 
ソリューションの採用

INXではソフトウェア選定時、2つのソフトウェ
アソリューションを比較検討しました。
「当社は既にSAP® ERPアプリケーションを導
入していたため、SAPの製品で何ができるかを
見てみたいと思いました。ERPとの統合環境が
実現すれば、そのメリットが得られるはずだと考
えたのです」（Facklam氏）
そこで同社は、導入パートナーであるLinx/ASの
協力を得て、SAP Environment, Health, and 
Safety Management（SAP EHS Manage-
ment）アプリケーションのCRP（Conference 
Room Pilot：プロジェクトルームでの機能検証）
を実施し、最終的な結論を下しました。
「SAP EHS Managementはまさに、当社が必
要としていた機能を備えていました」（Facklam氏）

導入の迅速化

Linx/ASは、ASAP方法論、事前設定済みのアク
セラレーター、サードパーティーのデータコンテン
ツを活用して、INXへのSAP EHS Management
導入を6カ月間で完了しました。このプロジェク
トで行われたデータ移行は、75,000以上の配
合物質、最終生成物、中間物質、原材料物質、リ
ストアップされた2,000種類の物質、そして
50,000種類ものMSDS文書を対象とするも
のでした。
「当社の文書作成方法に沿ってMSDS文書を自
動化するテンプレートの設計と修正を、Link/
ASの主導で実現しました」（Facklam氏）
本稼働は、米国のいくつかの拠点を皮切りに段
階的に進められました。トレーニングの実施と
専用サポートホットライン設置には、INX社内の
リソースが活用されました。 

プロセスの自動化

SAP EHS ManagementとSAP ERPの統合
によって、INXは手作業による処理やインター
フェースを削減し、製品安全管理部門の生産性
を強化しました。
「以前は、専任の安全管理担当者が2名、フルタ
イムですべてのMSDS文書を作成していました。
現在は、彼らに対して製品安全管理における別
の側面からのクロストレーニングを実施しており、
より付加価値の高い業務が実現しました」
（Facklam氏） 

一貫性と効率性の実現に向けて

業務プロセスの自動化によって INXは、従業員
の効率性を高めるのと同時にプロセスの一貫性
とコンテンツの正確性を実現しました。たとえば、
化学物質量追跡（SVT）機能の自動化が実現した

ことで、スーパーファンド修正・再授権法（SARA）
や重金属含有量のレポートを顧客に提供できる
ようになりました。
「私たちは、いまやSVTレポートを顧客に毎月提
供することができます。当社では、50万以上の
製品 /物質項目を対象とする200～300万件
にも及ぶトランザクションを追跡しており、これ
によって生成されるデータ量も膨大になります。
以前は、レポートを作成するために、従業員1人
が毎月3～4日間フルタイムで作業してデータ
をやり取りする必要がありました。いまやその仕
事は、1人の担当者が月に1日で終えられます」
（Facklam氏）
同社は今後この機能を、化学物質の登録、評価、
認可、制限に関するEU規則（REACH）への対
応に使用したいと考えています。
 
将来に向けた取り組み

INX International Inkは、SAP EHS Manage-
mentによって、現在のニーズだけでなく、将来の
法規制やコンプライアンス要件に対応するため
の強力な基盤を実現しました。
「当社は、グローバルサプライヤーとして成長を
続けています。SAPのソフトウェアフレームワー
ク、ひいてはそのグローバルなコンプライアンス
ソリューションを最大限に活用できたことが、当
社にとって最大のメリットです」（Facklam氏） 

導入パートナー
Linx/ASは、製品ライフサイクル管理を専門と
する、株式非公開のコンサルティング企業です。
新製品の開発や市場投入、法規制/コンプライ
アンスの分野において、戦略的ビジョンの確立
を支援しています。 

「SAP EHS Managementアプリケーションのような統合ソリューションを

導入していなければ、今日のグローバルでの規制要件に対応する準備は、

到底できませんでした」 

Kevin Facklam氏  INX International Ink  法規制担当ディレクター
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